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中
国
研
究
集
刊 

珍
号
（
第
六
十
四
号
）
平
成
三
十
年
六
月　

二
四
︱
三
七
頁

本
稿
は
、
黄
徳
寛
「
安
徽
大
学
蔵
戦
国
竹
簡
概
述
」（『
文
物
』

二
〇
一
七
年
九
月
（
総
第
七
三
六
期
）、
文
物
出
版
社
）
を
、
原

著
者
の
了
解
を
得
て
翻
訳
転
載
し
た
も
の
で
あ
る
。

著
者
の
黄
徳
寛
氏
は
、
安
徽
大
学
が
二
〇
一
五
年
に
入
手
し
た

竹
簡
（
略
称
「
安
大
簡
」）
の
整
理
・
解
読
を
主
導
し
、
そ
の
概

要
を
右
の
『
文
物
』
に
発
表
し
た
。
黄
徳
寛
氏
は
、
安
徽
大
学
教

授
在
任
当
時
に
当
該
論
文
を
執
筆
さ
れ
、
二
〇
一
七
年
十
一
月
に

清
華
大
学
の
教
授
と
し
て
清
華
大
学
出
土
文
献
研
究
与
保
護
中
心

に
転
任
さ
れ
た
。
今
後
も
、
安
大
簡
の
整
理
・
研
究
を
主
導
さ
れ

る
と
同
時
に
、
清
華
大
学
の
李
学
勤
氏
が
主
導
す
る
清
華
大
学
蔵

戦
国
竹
簡
（
清
華
簡
）
の
整
理
・
研
究
も
推
進
さ
れ
る
と
の
こ
と

で
あ
る
。

翻
訳
は
、
二
〇
一
七
年
度
大
阪
大
学
中
国
哲
学
研
究
室
開
講
授

安
徽
大
学
蔵
戦
国
竹
簡
概
述

黄

　徳
寛

（
草
野
友
子
監
訳
、鳥
羽
加
寿
也
・
原
毎
輝
・
六
車
楓
訳
）

業
「
中
国
哲
学
演
習
」
に
お
い
て
、
湯
浅
邦
弘
教
授
の
指
導
の
も

と
、
鳥
羽
加
寿
也
（
第
一
章
担
当
）・
原
毎
輝
（
第
二
章
担
当
）・

六
車
楓
（
第
三
章
担
当
）
の
三
名
が
分
担
し
、
中
村
成
美
（
大
阪

大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
前
期
課
程
、
当
時
）
が
検
討
に
加

わ
っ
た
。
ま
た
、
全
体
の
確
認
・
調
整
を
草
野
友
子
（
大
阪
大
学

大
学
院
文
学
研
究
科
助
教
）
が
行
っ
た
。

な
お
、「
注
」
は
「
安
徽
大
学
蔵
戦
国
竹
簡
概
述
」
の
注
を

翻
訳
し
た
も
の
、
本
稿
に
引
用
し
て
い
る
図
・
表
は
原
著
者
の
黄

徳
寛
氏
お
よ
び
文
物
出
版
社
の
許
可
を
得
て
転
載
し
た
も
の
で

あ
る
。
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＊
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二
〇
一
五
年
の
初
め
、
安
徽
大
学
出
土
文
献
与
中
国
古
代
文
明

研
究
協
同
創
新
中
心
は
ひ
と
ま
と
ま
り
の
竹
簡
を
入
手
し
た
。
専

門
家
に
よ
る
鑑
定
と
竹
簡
サ
ン
プ
ル
の
年
代
測
定
の
結
果
、
そ
の

年
代
は
戦
国
時
代
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

初
歩
的
な
整
理
を
経
て
、
こ
れ
ら
の
竹
簡
に
は
一
一
六
七
ま
で

の
番
号
が
付
け
ら
れ
た
。
竹
簡
の
保
存
状
態
は
全
体
と
し
て
良
好

で
、
完
簡
が
比
較
的
多
い
。
竹
簡
の
形
制
（
訳
者
注
：
形
状
や
構

造
の
こ
と
）
は
多
様
で
、
長
さ
は
不
揃
い
で
あ
り
、
最
短
の
も
の

で
約
二
一
・
三㎝
、
最
長
の
も
の
で
約
四
八
・
五㎝
、
幅
は
〇
・

四
～
〇
・
八㎝
で
あ
る
。
長
い
竹
簡
の
編
縄
は
三
道
で
、
短
い
竹

簡
は
二
道
と
な
っ
て
い
る
。
残
留
物
か
ら
、
編
縄
は
麻
縄
の
類

で
、
赤
く
染
め
ら
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
竹

簡
の
背
面
も
情
報
が
豊
富
で
あ
り
、
劃
痕
（
訳
者
注
：
斜
め
に
刻

ま
れ
た
ひ
っ
か
き
傷
状
の
線
）
や
墨
痕
が
少
な
か
ら
ず
残
っ
て
お

り
、
竹
簡
番
号
や
そ
の
他
の
文
字
が
記
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
っ

た
。
こ
れ
ら
の
竹
簡
は
複
数
人
に
よ
っ
て
書
写
さ
れ
、
書
体
の
風

格
は
多
様
で
、
字
迹
は
鮮
明
で
あ
り
、
内
容
も
非
常
に
重
要
で
あ

る
（
図
一
）。

図一　竹簡
（１．『詩経』類、２．楚史類、３．『曹沫之陳』、�
� ４．諸子類、５・６．竹簡背面）
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一
、
主
な
内
容

初
歩
的
な
整
理
と
分
析
識
別
を
経
て
判
明
し
た
こ
と
は
、
こ
れ

ら
の
竹
簡
は
す
べ
て
書
籍
類
の
文
献
で
あ
り
、
そ
の
内
容
は
経

学
・
史
学
・
哲
学
・
文
学
・
言
語
文
字
学
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
。

具
体
的
に
は
、『
詩
経
』、
楚
国
の
歴
史
、
孔
子
の
語
録
な
ど
の
諸

子
類
の
著
作
、
楚
辞
お
よ
び
そ
の
他
の
方
面
の
作
品
が
含
ま
れ
、

そ
の
多
く
は
伝
世
文
献
に
見
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。

（
１
）『
詩
経
』

竹
簡
の
完
簡
の
長
さ
は
四
八
・
五㎝
、
幅
は
〇
・
六㎝
、
三
道

編
縄
で
、
一
簡
あ
た
り
の
字
数
は
少
な
い
も
の
で
三
〇
字
に
満
た

ず
、
多
い
も
の
で
四
〇
字
に
近
い
。
竹
簡
の
背
面
に
は
劃
痕
が
あ

り
、
上
下
に
は
留
白
が
あ
る
。
竹
簡
の
表
面
の
下
部
に
は
番
号
が

振
ら
れ
て
お
り
、
一
か
ら
始
ま
り
、
最
後
の
一
簡
の
番
号
は
一
一

七
と
な
っ
て
い
る
。
実
際
に
残
っ
て
い
る
竹
簡
は
九
七
枚
で
、
残

り
は
欠
失
し
て
い
る
。
簡
文
の
内
容
は
、『
詩
経
』
国
風
の
一
部

で
あ
り
、「
周
南
十
又
一
」、「
召
南
十
又
四
」、「
侯
六
」、「
鄘
九
」、

「
魏
九
」（
実
際
は
十
篇
）
の
ほ
か
、「
秦
風
」
十
篇
が
あ
り
、
あ

わ
せ
て
『
詩
』
五
八
篇
と
な
っ
て
い
る
。
伝
世
の
『
毛
詩
』
と
比

較
す
る
と
、
竹
簡
『
詩
経
』
の
国
風
の
排
列
順
は
『
毛
詩
』
と
す

べ
て
が
同
じ
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
注
目
に
値
す
る
の
は
、

「
侯
風
」
が
発
見
さ
れ
、
そ
こ
に
属
す
る
六
篇
の
詩
は
『
毛
詩
』

で
は
「
魏
風
」
に
属
し
、
ま
た
竹
簡
の
「
魏
風
」
の
冒
頭
の
「
葛

屨
」
を
除
い
た
他
の
九
篇
は
『
毛
詩
』
の
「
唐
風
」
で
あ
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
各
国
風
の
内
部
の
詩
の
順
序
や
数
量
も
『
毛

詩
』
と
は
や
や
異
な
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
各
篇
の
詩
は
連
続
し
て

書
写
さ
れ
、
篇
の
末
尾
に
は
墨
点
が
打
た
れ
て
お
り
、
い
ず
れ
の

詩
に
も
篇
題
は
な
い
。
多
く
の
詩
の
章
の
順
序
は
『
毛
詩
』
と
は

異
な
っ
て
お
り
、
異
文
は
さ
ら
に
多
量
に
存
在
す
る
。

（
２
）
楚
史
類

楚
史
類
の
竹
簡
は
、
そ
の
形
制
と
字
体
の
風
格
か
ら
二
種
類
に

分
け
ら
れ
る
。

第
一
組
は
、
完
簡
の
長
さ
が
三
四㎝
、
幅
が
〇
・
六㎝
、
三
道

編
縄
、
上
部
と
下
部
に
留
白
が
あ
り
、
一
簡
あ
た
り
二
七
～
三
〇

字
が
記
さ
れ
て
い
る
。
竹
簡
の
背
面
に
は
劃
痕
あ
る
い
は
番
号
が

あ
り
、
番
号
は
数
種
類
に
分
け
ら
れ
る
。
完
簡
は
三
〇
〇
枚
以
上

あ
り
、
残
欠
し
て
い
る
も
の
は
比
較
的
少
な
い
。
こ
れ
ら
の
竹
簡

は
比
較
的
整
っ
た
楚
国
の
官
修
の
歴
史
書
で
あ
り
、
簡
文
は
「
顓

頊 
老
童
を
生
む
（
顓
頊
生
老
童
）」
か
ら
始
ま
り
、
楚
の
（
献
）

恵
王
の
「
白
公
禍
を
起
こ
す
（
白
公
起
禍
）」
で
終
わ
っ
て
お
り
、

楚
の
先
祖
お
よ
び
熊
麗
以
下
恵
王
に
至
る
ま
で
の
各
王
の
死
去
・

（ 26 ）



即
位
や
、
重
大
な
歴
史
的
事
件
が
記
さ
れ
て
い
る
。

第
二
組
は
、
一
四
〇
枚
以
上
あ
り
、
完
簡
の
長
さ
は
三
四
・
五
～

三
五㎝
、
幅
は
〇
・
六
～
〇
・
七㎝
、
三
道
編
縄
、
上
部
と
下
部

に
留
白
が
あ
る
。
簡
文
は
比
較
的
詰
め
て
書
か
れ
て
お
り
、
各
簡

の
字
数
は
等
し
く
な
く
、
一
簡
あ
た
り
三
七
～
四
〇
字
で
あ
る
。

簡
文
の
内
容
は
、
楚
国
の
重
要
な
歴
史
的
事
件
を
集
録
し
た
も
の

で
あ
り
、
楚
国
お
よ
び
関
係
各
国
の
多
く
の
重
大
な
事
件
に
言
及

し
て
い
る
。
簡
文
は
、
一
つ
の
事
件
の
記
載
の
末
尾
ご
と
に
、
墨

の
記
号
に
よ
っ
て
分
章
が
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
に
は
、「
陳

子
魚 

陳
に
入
り
、
駅
枼
に
告
ぐ
。
枼
公
見
ゆ
。
春
秋
適
に
三
百

歳
。（
陳
子
魚
内
（
入
）
陳
、
驛
告
枼
、
枼
公
見
。
春
秋
啇
（
適
）

三
百
歳
。）」
と
書
か
れ
て
い
る
も
の
が
あ
り
、
こ
れ
が
第
二
組
の

末
尾
の
竹
簡
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
３
）
諸
子
類

諸
子
類
の
文
献
と
見
な
さ
れ
た
竹
簡
の
内
容
は
、
主
に
儒
家
で

あ
り
、
形
制
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
り
、
い
く
つ
か
の
組
に
分
け
る
こ

と
が
で
き
る
。

第
一
組
は
、
一
三
枚
の
完
簡
か
ら
な
り
、
長
さ
は
四
三㎝
、
幅

は
〇
・
六
㎝
、
二
道
編
縄
で
あ
る
。
上
詰
め
で
書
か
れ
て
お
り
、

上
部
と
下
部
に
は
留
白
が
な
い
。
第
一
簡
～
第
七
簡
の
背
面
に
は

番
号
が
あ
り
、
第
七
簡
・
第
八
簡
・
第
十
二
簡
の
背
面
に
も
い
く

つ
か
の
文
字
が
書
か
れ
て
い
る
が
、
表
面
の
内
容
と
は
直
接
関
係

は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
竹
簡
に
は
孔
子
の
言
論
が
集
録

さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
「
仲
尼
曰
」
で
始
ま
っ
て
い
る
。
簡
文

に
残
っ
て
い
る
孔
子
の
言
論
は
、
数
条
が
今
本
『
論
語
』
と
『
礼

記
』
な
ど
の
書
に
見
え
る
の
み
で
あ
り
、
文
字
も
完
全
に
同
じ
と

い
う
わ
け
で
は
な
い
。

第
二
組
は
、
三
三
枚
の
竹
簡
か
ら
な
り
、
完
簡
の
長
さ
は
四

五
・
二㎝
、
幅
は
〇
・
六㎝
、
一
簡
あ
た
り
約
三
八
字
が
記
さ
れ

て
お
り
、
三
道
編
縄
、
背
面
に
は
劃
痕
が
あ
る
。
内
容
は
、
子
貢

が
孔
子
に
ま
み
え
る
話
と
二
人
の
対
話
で
あ
る
。

第
三
組
は
、
一
四
枚
の
竹
簡
か
ら
な
り
、
長
さ
は
三
六㎝
、
幅

は
〇
・
七
五㎝
、
三
道
編
縄
、
上
下
に
は
留
白
が
あ
る
。
多
く
の

竹
簡
の
末
端
が
残
欠
（
一
字
あ
る
い
は
二
字
が
欠
失
）
し
て
い

る
。
簡
文
は
主
に
君
子
の
守
る
べ
き
行
い
に
つ
い
て
述
べ
、
た
と

え
ば
君
子
の
学
や
行
に
対
す
る
態
度
に
つ
い
て
、
君
子
は
「
位
を

尊
く
し
名
を
令よ

く
す
（
尊
位
令
名
）」、「
貴
位
に
て
賤
し
き
を
忘

れ
ず
、
富
め
ば
則
ち
能
く
貨
を
以
て
分
か
つ
（
貴
位
不
忘
賤
、
富

則
能
以
貨
分
）」
も
の
で
、「
龔
倹
し
て
倦
ま
ず
（
龔
倹
不
倦
）」

「
慎
独
」「
敬
信
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
な
ど
と
主
張
す
る
。

第
四
組
は
、
一
〇
枚
の
竹
簡
か
ら
な
り
、
綴
合
後
は
六
枚
の
完

簡
と
な
る
。
長
さ
は
四
六
・
九㎝
、
幅
は
〇
・
六㎝
、
一
簡
あ
た

り
三
五
～
四
〇
字
が
記
さ
れ
て
い
る
。
三
道
編
縄
、
上
部
と
下
部

（ 27 ）



に
留
白
が
あ
り
、
背
面
に
は
劃
痕
が
あ
る
。
内
容
は
、「
昔
三
代

聖
王
禹
湯
文
武
」
と
受
（
紂
）・
晋
平
公
・
宋
景
公
ら
を
正
反
の

例
と
し
て
挙
げ
、「
聖
人
は
義
を
楽
し
み
利
を
美
と
す
（
聖
人
楽

義
而
美
利
）」
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
、「
今
人
の
美
と
す
る
所
と
其

の
楽
し
む
所
は
各

お
の
お
の

異
な
り
（
今
人
之
所
美
与
其
所
楽
各
異
）」

と
い
う
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

第
五
組
は
、
三
二
枚
か
ら
な
り
、
残
欠
し
て
い
る
も
の
が
多
数

を
占
め
る
。
完
簡
は
三
枚
で
、
長
さ
は
二
八㎝
、
幅
は
〇
・
五㎝
、

一
簡
あ
た
り
二
二
～
二
三
字
が
記
さ
れ
て
い
る
。
二
道
編
縄
で
あ

る
。
内
容
は
、
君
子
と
小
人
と
を
比
較
し
、
君
子
の
行
動
規
範
を
論

じ
、「
君
子
は
日ひ
び

自
ら
新
た
に
し
て
、
小
人
は
日ひ
び

自
ら
厭
う
（
君

子
日
自
新
、
而
小
人
日
自
厭
）」
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

第
六
組
は
、
七
枚
か
ら
な
り
、
完
簡
は
二
枚
（
や
や
残
欠
あ

り
）。
完
簡
の
長
さ
は
約
四
四
・
二
㎝
、
幅
は
〇
・
五
㎝
、
三
道

編
縄
で
あ
る
。
一
簡
あ
た
り
三
四
～
三
六
字
が
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
第
六
組
に
は
欠
失
し
て
い
る
竹
簡
が
あ
る
。
内
容
は
、
天

地
・
民
人
・
四
時
は
古
今
不
変
だ
が
、「
日
月
星
辰
行
を
改
め
ず
、

然
る
に
古
は
富
み
て
今
は
貧
し
く
、
古
は
治
ま
り
て
今
は
乱
る

（
日
月
星
辰
不
改
行
、
然
而
古
富
今
貧
、
古
治
今
乱
）」
の
は
、
当

時
の
社
会
が
「
本
正
を
失
う
（
失
本
正
）」
と
い
う
状
態
で
あ
っ

た
た
め
だ
と
述
べ
て
い
る
。

第
七
組
は
、
二
九
枚
か
ら
な
り
、
完
簡
は
二
〇
枚
、
そ
の
他
は

残
簡
で
あ
る
。
完
簡
の
長
さ
は
四
六
・
三
～
四
七
・
五㎝
、
幅
は

〇
・
七
～
〇
・
八㎝
。
竹
簡
の
上
下
は
丸
く
な
っ
て
お
り
、
字
は

上
に
詰
め
て
書
か
れ
、
上
下
に
留
白
は
な
い
。
一
簡
に
つ
き
三
一

～
三
三
字
が
記
さ
れ
て
お
り
、
三
道
編
縄
で
あ
る
。
内
容
は
、
古

の
聖
王
の
事
績
を
例
に
「
輔
王
之
道
」
を
論
じ
て
お
り
、
文
中
に

は
「
虞
・
夏
・
商
・
周
」
お
よ
び
「
堯
・
舜
・
禹
・
湯
・
文
・

武
・
秦
穆
・
斉
桓
・
晋
文
・
句
践
・
闔
閭
」
と
い
っ
た
帝
王
の
名

が
見
え
る
。
背
面
に
は
い
く
ら
か
の
文
字
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、

表
面
の
内
容
と
は
関
連
が
な
い
と
見
ら
れ
る
。

第
八
組
は
、
約
六
〇
枚
か
ら
な
り
、
完
簡
は
九
枚
、
長
さ
は
四

四
・
二㎝
、
幅
は
〇
・
六㎝
、
三
道
編
縄
で
あ
る
。
上
下
に
は
留

白
が
あ
り
、
一
簡
あ
た
り
二
七
字
が
記
さ
れ
て
い
る
。
背
面
に
は

番
号
が
振
ら
れ
て
お
り
、
二
つ
の
組
の
番
号
に
な
っ
て
い
る
よ
う

で
あ
る
。
内
容
は
、
申
徒
狄
が
周
公
に
ま
み
え
る
話
と
、
申
徒
狄

と
周
公
と
の
対
話
で
あ
る
。「
申
徒
狄
」
と
い
う
名
は
簡
文
に
見

え
、「
狄
」
は
「
易
」
に
作
り
、「
易
也
」
と
も
称
さ
れ
て
い
る
。

簡
文
は
、
信
陽
長
台
関
竹
書
（
注
1
）
お
よ
び
『
太
平
御
覧
』
に
引
用

さ
れ
て
い
る
「『
墨
子
』
曰
」（
注
2
）
と
比
較
対
照
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
こ
れ
ら
の
竹
簡
は
長
台
関
竹
書
と
同
じ
文
献
で
あ
り
、
長
台

関
竹
書
よ
り
も
保
存
状
態
が
よ
く
、
保
存
さ
れ
て
い
る
文
字
も
長

台
関
竹
書
よ
り
も
は
る
か
に
多
い
。
簡
文
に
は
申
徒
狄
が
最
後
に

「
因
り
て
踣た
お

れ
、
退
き
、
自
ら
河
に
投
ず
（
因
伓
（
踣
）、
退
、
自
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投
於
河
）」
を
し
た
こ
と
を
記
載
し
て
お
り
、
こ
れ
は
『
荘
子
』

外
物
篇
な
ど
の
先
秦
の
古
典
籍
の
「
申
徒
狄
因
り
て
以
て
河
に
踣

る
（
申
徒
狄
因
以
踣
河
）」
と
い
う
引
用
と
符
合
す
る
（
注
3
）
。
長

台
関
竹
書
の
性
質
に
つ
い
て
は
、
儒
家
か
墨
家
か
と
い
う
論
争
が

あ
る
が
（
注
4
）
、
こ
の
竹
簡
は
比
較
的
完
全
な
形
で
残
っ
て
い
る
た

め
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
さ
ら
に
検
討
を
進
め
る
一
助
と
な
る
。

第
九
組
は
、
七
八
枚
か
ら
な
り
、
比
較
的
整
っ
て
い
る
も
の
が

約
四
〇
枚
、
完
簡
の
長
さ
は
四
八
・
四㎝
、
幅
は
〇
・
六㎝
で
あ

る
。
一
簡
あ
た
り
約
四
〇
字
が
記
さ
れ
て
お
り
、
三
道
編
縄
、
上

下
に
は
留
白
が
あ
る
。
内
容
は
、
上
博
楚
簡
『
曹
沫
之
陳
』（
注
5
）

と
同
一
の
文
献
で
あ
る
が
、
個
別
の
字
に
つ
い
て
は
や
や
違
い
が

あ
る
。

（
４
）
楚
辞
類

竹
簡
の
形
制
と
内
容
に
基
づ
く
と
、
楚
辞
類
の
文
献
は
二
篇
の

完
全
に
保
存
さ
れ
た
作
品
で
あ
る
と
い
え
る
。

第
一
組
は
、
二
三
枚
あ
る
い
は
二
四
枚
か
ら
な
り
、
完
簡
の
長

さ
は
二
一
・
三㎝
、
幅
は
〇
・
六㎝
、
二
道
編
縄
、
上
下
に
は
留

白
が
な
い
。
一
簡
あ
た
り
一
七
あ
る
い
は
一
八
字
が
記
さ
れ
て
お

り
、
背
面
に
は
劃
痕
が
あ
る
。
内
容
は
、
舜
の
二
人
の
妃
が
舜
を

悼
む
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
楚
辞
の
逸
篇
で
あ
る
と
見
ら
れ
る
。

文
中
に
は
、
二
配
（
妃
）
と
重
華
な
ど
の
人
物
や
、
地
名
「
蒼

梧
」
と
「
沅
・
澧
・
湘
」
な
ど
の
川
の
名
が
見
ら
れ
、『
礼
記
』

檀
弓
上
の
「
舜 

蒼
梧
の
野
に
葬
ら
る
。
蓋
し
三
妃
未
だ
之
に
従

わ
ざ
る
な
り
（
舜
葬
於
蒼
梧
之
野
、
蓋
三
妃
未
之
従
也
）」
（
注
6
）

お
よ
び
劉
向
『
列
女
伝
』
の
「
舜 

方
を
陟
し
、
蒼
梧
に
死
す
。

号
し
て
重
華
と
曰
う
。
二
妃 

江
湘
の
間
に
死
す
（
舜
陟
方
、
死

於
蒼
梧
、
号
曰
重
華
。
二
妃
死
於
江
湘
之
間
）」（
注
7
）
と
い
う
よ
う

な
記
載
と
互
い
に
証
明
で
き
る
。
簡
文
は
、
舜
の
二
妃
で
あ
る
娥

皇
と
女
英
が
舜
を
悼
む
こ
と
を
主
題
と
し
、「
離
居
」
の
思
い
を

述
べ
て
お
り
、
楚
辞
の
「
離
居
を
述
ぶ
れ
ば
、
則
ち
愴
怏
と
し
て

懐
い
難
し
（
述
離
居
、
則
愴
怏
而
難
懐
）」（
注
8
）
と
い
う
特
徴
を
表

し
て
い
る
。
楚
辞
の
こ
の
逸
篇
の
発
見
は
、
舜
と
二
妃
と
い
う
題

材
が
楚
辞
創
作
に
与
え
た
深
い
影
響
を
明
ら
か
に
示
し
て
い
る
。

第
二
組
は
、
二
七
枚
か
ら
な
り
、
完
簡
の
長
さ
は
三
三㎝
、
幅

は
〇
・
五㎝
、
三
道
編
縄
、
背
面
に
は
番
号
が
あ
る
。
簡
文
の
第

一
句
に
は
「
善
に
し
て
我
を
知
る
莫
し
（
善
而
莫
吾
知
）」
と
あ

り
、
作
者
は
自
ら
を
徳
が
高
く
行
い
は
善
な
る
者
と
し
、「
小
心

翼
翼
」「
吾
を
貴
と
す
れ
ど
も
驕
ら
ず
（
貴
吾
不
驕
）」「
吾
を
貧

と
す
れ
ど
も
惑
わ
ず
（
貧
吾
不
惑
）」
で
あ
る
が
、
世
に
認
め
ら

れ
な
い
と
述
べ
て
い
る
。「
寇
盗
富
貴
」「
善
者
貧
貶
」「
聖
智
亡

遠
」
と
い
う
こ
と
や
、
小
人
が
勢
い
を
得
て
い
る
と
い
う
社
会
現

象
に
対
し
て
は
、
作
者
は
「
憂
心
之
戚
戚
」
で
あ
り
、
さ
ら
に
こ

れ
を
恥
ず
べ
き
事
と
し
、「
信
に
従
い
義
に
与
す
（
従
信
与
義
）」
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「
善
の
処
る
所
に
従
う
（
従
善
之
所
処
）」「
寧
ろ
生
き
て
飢
う
る

も
、
死
し
て
祀
ら
る
る
こ
と
毋
か
れ
（
寧
生
而
飢
、
毋
死
而
祀
）」

「
寧
ろ
言
い
て
用
い
ら
れ
ざ
る
も
、
知
り
て
起
こ
さ
ざ
る
こ
と
毋

か
れ
（
寧
言
而
勿
用
、
毋
知
而
弗
起
）」
と
い
う
態
度
を
堅
持
す

る
と
し
、
社
会
が
道
義
を
失
っ
て
い
る
こ
と
や
金
持
ち
が
不
仁
で

あ
る
こ
と
へ
の
作
者
の
批
判
、
お
よ
び
自
ら
の
信
義
徳
善
を
堅
持

す
る
こ
と
を
表
現
し
て
い
る
。
こ
の
楚
辞
逸
篇
と
『
離
騒
』
に
現

れ
る
憂
い
怒
る
気
持
ち
は
非
常
に
似
て
い
る
。

（
５
）
そ
の
他

こ
れ
ら
の
竹
簡
の
中
に
は
、
人
相
占
い
や
夢
占
い
と
い
っ
た
方

面
に
関
わ
る
資
料
が
あ
る
。

第
一
組
は
、
二
二
枚
か
ら
な
り
、
そ
の
う
ち
残
簡
は
七
枚
で
、

多
く
は
整
っ
て
い
る
。
長
さ
は
四
二
・
八
㎝
、
幅
は
〇
・
五
㎝
、

三
道
編
縄
、
上
下
に
は
留
白
が
あ
り
、
一
簡
あ
た
り
約
三
〇
字
が

記
さ
れ
て
い
る
。
簡
面
の
下
部
に
は
番
号
が
あ
り
、
元
は
一
八
枚

で
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
。
内
容
は
、
人
相
占
い
で
あ
り
、
女
性
の

身
体
的
特
徴
と
面
相
に
つ
い
て
、
女
子
の
「
畜や
し
なう

べ
か
ら
ず
（
不

可
畜
）」
な
も
の
を
列
挙
し
て
お
り
、
ま
た
飲
食
に
基
づ
い
て
妊

婦
が
生
む
子
が
男
か
女
か
美
し
い
か
貴
い
か
を
予
測
す
る
も
の
で

あ
る
。

第
二
組
は
、
一
一
枚
か
ら
な
り
、
残
欠
が
甚
だ
し
く
、
完
簡
は

な
い
。
残
簡
の
内
容
は
、「
某 

金
玉
生
肉
生
魚
を
得
る
を
夢
み
る

（
某
夢
得
金
玉
生
肉
生
魚
）」、「
某 

其
の
手
を
挙
ぐ
る
能
わ
ざ
る

を
夢
み
る
（
某
夢
不
能
挙
其
手
）」、「
鬼
車
鬼
馬
に
乗
り
舟
に
乗

る
を
夢
み
る
（
夢
乗
鬼
車
鬼
馬
乗
舟
）」
と
い
っ
た
も
の
で
あ
り
、

こ
れ
ら
は
夢
解
釈
の
類
の
作
品
で
あ
る
と
見
ら
れ
る
。

第
三
組
は
、
六
枚
か
ら
な
り
、
綴
合
す
る
と
三
枚
に
な
る
。
完

簡
は
一
枚
で
あ
り
、
長
さ
は
四
四
・
四㎝
、
幅
は
〇
・
四㎝
、
三

道
編
縄
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
竹
簡
の
正
確
な
内
容
は
理
解
し
が
た

く
、
詳
し
い
研
究
が
待
た
れ
る
。

二
、
国
別
と
時
代

竹
簡
は
科
学
的
な
発
掘
品
で
は
な
く
、
そ
の
国
別
と
時
代
に
つ

い
て
の
鑑
定
は
、
竹
簡
の
性
質
を
判
断
す
る
際
の
重
要
な
基
礎
的

作
業
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
竹
簡
は
、
一
定
期
間
流
伝
し
、
人
の
手

を
渡
っ
て
き
た
も
の
で
は
あ
る
が
、
幸
い
深
刻
な
人
為
的
損
壊
は

見
ら
れ
な
い
。
す
べ
て
の
竹
簡
は
、
折
り
重
な
っ
て
一
緒
に
固

ま
っ
て
お
り
、
泥
ま
み
れ
の
も
の
が
少
な
か
ら
ず
あ
り
、
各
簡
の

順
序
は
乱
れ
て
い
る
。
竹
簡
を
洗
浄
す
る
と
字
迹
が
は
っ
き
り
と

出
て
き
て
、
多
く
の
竹
簡
の
契
口
に
は
編
縄
が
残
っ
て
お
り
、
編

縄
が
赤
色
の
も
の
も
あ
る
。
地
域
と
時
代
が
明
確
な
竹
簡
か
ら
判

断
す
る
と
、
竹
簡
上
に
記
さ
れ
て
い
る
文
字
に
は
、
戦
国
時
代
の
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楚
の
地
の
文
字
の
風
格
が
あ
り
、

竹
簡
の
形
制
な
ど
は
戦
国
楚
簡
と

お
お
む
ね
一
致
し
て
い
る
。
こ
れ

に
よ
り
、
こ
れ
ら
の
竹
簡
は
戦
国

楚
簡
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

す
べ
て
の
竹
簡
を
整
理
し
終

え
、
初
歩
的
な
釈
読
を
経
た
と
こ

ろ
、
竹
簡
の
中
に
『
詩
経
』
や
諸

子
類
な
ど
の
貴
重
な
文
献
が
含
ま

れ
て
い
る
こ
と
を
発
見
し
た
。
と

り
わ
け
楚
史
や
楚
辞
な
ど
に
関
す

る
内
容
の
発
見
は
、
こ
の
竹
簡
の

地
域
と
時
代
に
つ
い
て
の
判
断
を

さ
ら
に
後
押
し
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。
こ
の
竹
簡
の
中
に
は
、
長
台

関
竹
書
や
上
博
楚
簡
『
曹
沫
之

陳
』
に
相
当
す
る
文
献
が
見
ら

れ
、
こ
の
こ
と
も
属
す
る
時
代
と

国
別
を
さ
ら
に
証
明
す
る
も
の
と

な
っ
て
い
る
。

こ
の
資
料
の
年
代
を
科
学
的
に

測
定
す
る
た
め
に
、
空
白
の
竹

簡
、
竹
笥
の
残
片
や
漆
片
な
ど
三
種
類
の
サ
ン
プ
ル
を
選
び
出

し
、
北
京
大
学
加
速
器
質
譜
実
験
室
第
四
紀
年
代
測
定
実
験
室
に

委
託
し
、
放
射
性
14　
Ｃ
（
炭
素
14
）
の
年
代
測
定
を
行
っ
た
。
同

時
に
、
文
字
の
あ
る
竹
簡
の
空
白
部
分
を
取
り
出
し
、
国
家
文
物

局
重
点
科
研
基
地
湖
北
省
荊
州
文
物
保
護
中
心
に
よ
っ
て
化
学
分

析
の
測
定
が
行
わ
れ
た
。

北
京
大
学
加
速
器
質
譜
実
験
室
第
四
紀
年
代
測
定
実
験
室
の
測

定
結
果
に
よ
る
と
、
加
速
器
質
譜
（
Ａ
Ｍ
Ｓ
）
14　
Ｃ
は
、
樹
輪
の

補
正
を
加
え
た
後
の
年
代
が
今
（
一
九
五
〇
年
）
か
ら
約
二
二
八

〇
年
前
で
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
（
表
一
）（
注
9
）
。

ま
た
、
三
つ
サ
ン
プ
ル
を
選
び
取
っ
て
、
湖
北
省
荊
州
文
物
保

護
中
心
に
委
託
し
、
化
学
分
析
の
測
定
を
行
っ
た
。
三
つ
の
サ
ン

プ
ル
と
は
、
1#
荊
州
夏
家
台
楚
簡
、
2#
安
徽
大
学
蔵
戦
国
竹
簡

（
信
頼
度
を
保
証
す
る
た
め
、
文
字
の
あ
る
竹
簡
か
ら
切
り
取
っ

た
）、
3#
安
徽
大
学
蔵
の
竹
笥
の
残
片
で
あ
る
。
サ
ン
プ
ル
に

対
す
る
総
合
的
な
化
学
測
定
を
進
め
た
結
果
、
安
徽
大
学
蔵
戦
国

竹
簡
と
荊
州
の
戦
国
楚
簡
と
は
似
通
っ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し

た
（
注
10
）
。

（
１
）
赤
外
分
光
の
分
析

1#
と
2#
の
竹
簡
の
赤
外
分
光
図
は
か
な
り
接
近
し
て
お
り
、
両

者
は
い
ず
れ
も
三
四
一
〇
cm-1
の
前
後
に
ヒ
ド
ロ
キ
シ
基
に
よ
る
伸

表一　加速器質譜（AMS）14C測試年代表
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縮
振
動
吸
収
が
見
ら
れ
る
。
二
八
五
二
・
二
九
二
四
cm-1
の
部
分
で

は
、
-CH2
の
対
称
と
反
対
称
伸
縮
振
動
吸
収
波
が
見
ら
れ
た
。
一
五

九
七
・
一
五
〇
七
cm-1
の
部
分
で
は
単
核
芳
香
族
炭
化
水
素
の
C=C
伸

縮
振
動
吸
収
波
が
見
ら
れ
た
。
3#
で
は
三
四
〇
九
cm-1
の
部
分
で
広

く
吸
収
さ
れ
て
お
り
、
二
九
三
五
の
部
分
で
飽
和
し
た
C-H
の
吸
収

波
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
1#
と
2#
と
同
じ
く
、
一
五
九
七
・
一
五

〇
八
cm-1
の
単
核
芳
香
族
炭
化
水
素
の
C=C
伸
縮
振
動
吸
収
波
が
見
ら

れ
た
。
三
つ
の
サ
ン
プ
ル
の
赤
外
分
光
図
は
一
致
し
て
お
り
、
現

代
の
竹
材
と
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
（
図
二
・
三
）。

（
２
）
結
晶
度
の
分
析

現
代
の
竹
材
の
中
に
は
主
に
セ
ル
ロ
ー
ス
、ヘ
ミ
セ
ル
ロ
ー
ス
、

リ
グ
ニ
ン
と
い
う
三
種
類
の
高
分
子
物
質
が
含
ま
れ
て
お
り
、
そ

の
中
で
セ
ル
ロ
ー
ス
だ
け
が
よ
り
規
則
的
な
結
晶
構
造
を
伴
い
、

Ｘ
線
回
折
の
中
に
は
鋭
い
回
折
波
も
あ
る
。
そ
の
た
め
、
竹
や
木

の
回
折
波
の
強
度
の
変
化
は
セ
ル
ロ
ー
ス
結
晶
の
変
化
が
反
映
さ

れ
、
こ
れ
は
セ
ル
ロ
ー
ス
の
結
晶
構
造
が
ど
れ
ほ
ど
分
解
さ
れ
て

い
る
か
を
示
し
て
い
る
。
セ
ル
ロ
ー
ス
の
結
晶
度
と
い
う
の
は
、

つ
ま
り
結
晶
が
セ
ル
ロ
ー
ス
全
体
を
百
分
率
で
ど
れ
ほ
ど
占
め
て

図二　竹材サンプル赤外分光図

図四　竹簡サンプルＸ線回折図

図三　現代竹材赤外分光図
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い
る
の
か
を
示
す
も
の
で

あ
る
（
図
四
・
表
二
）。

現
代
の
竹
材
の
結
晶
度

は
約
七
二
・
六
％
で
、
天

然
の
竹
と
比
べ
る
と
こ
の

三
つ
の
結
晶
構
造
は
か
な

り
破
壊
さ
れ
て
お
り
、
分

解
が
目
立
つ
。

上
述
の
測
定
結
果
か
ら

見
る
と
、
安
徽
大
学
所
蔵

の
竹
簡
と
荊
州
の
戦
国
楚

簡
と
は
化
学
的
特
性
や
高

度
が
似
通
っ
て
い
る
が
、

現
代
の
竹
材
と
は
か
な
り

異
な
っ
て
お
り
、
そ
の
年

代
は
戦
国
時
期
で
あ
る
と

判
断
で
き
よ
う
。

三
、
価
値
と
意
義

安
徽
大
学
蔵
戦
国
竹
簡

は
数
が
か
な
り
多
く
、
保

存
状
態
も
良
好
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
、
経
・
史
・
子
・
集
の
各

類
の
文
献
に
及
ぶ
。
特
に
『
詩
経
』
と
楚
史
、
楚
辞
類
の
文
献
が

発
見
さ
れ
た
こ
と
は
、
大
き
な
価
値
と
意
義
を
有
し
て
い
る
。

『
詩
経
』
や
『
尚
書
』
な
ど
の
儒
家
の
経
典
は
、
中
国
の
歴
史

や
文
化
に
広
遠
な
影
響
を
及
ぼ
し
、
伝
統
文
化
の
最
も
核
と
な
る

文
献
で
あ
る
。
簡
本
『
詩
経
』
は
楚
の
地
の
抄
本
で
あ
り
、
現
時

点
で
時
代
が
わ
か
っ
て
い
る
抄
本
と
し
て
は
最
も
古
い
も
の
で
あ

る
。
簡
本
『
詩
経
』
の
発
見
は
、『
詩
経
』
学
研
究
の
発
展
を
促

す
で
あ
ろ
う
。
簡
本
を
伝
世
の
『
毛
詩
』
や
「
三
家
詩
」、
阜
陽

漢
簡
『
詩
経
』
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
校
正
し
た
と
こ
ろ
、
簡
本
に

は
そ
れ
ら
と
共
通
す
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
そ
の
一
方
で
明
ら
か
な

違
い
も
あ
っ
た
。
簡
本
と
各
文
献
の
異
同
は
、『
詩
』
三
百
篇
が

編
成
さ
れ
た
時
代
や
孔
子
刪
詩
説
、『
毛
詩
』
の
伝
来
と
性
質
な

ど
の
『
詩
経
』
学
史
上
の
重
要
な
問
題
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
検
討

を
進
め
る
た
め
の
新
た
な
手
が
か
り
を
与
え
て
く
れ
る
も
の
で
あ

る
。
簡
本
『
詩
経
』
中
の
大
量
の
異
文
は
、
古
文
字
学
、
文
献
学
、

中
国
語
史
の
研
究
に
対
し
て
貴
重
な
新
資
料
を
提
供
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
竹
簡
の
中
か
ら
発
見
さ
れ
た
楚
史
類
の
文
献
は
、
現

時
点
で
時
代
が
最
も
古
く
、
最
も
完
全
か
つ
体
系
的
な
楚
史
の
資

料
で
あ
り
、
楚
史
研
究
の
内
容
を
非
常
に
豊
か
に
す
る
も
の
で
あ

る
。
そ
れ
は
歴
史
を
正
し
、
ま
た
補
う
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

先
秦
史
と
り
わ
け
楚
史
研
究
に
お
い
て
き
わ
め
て
重
要
で
あ
る
。

表二　竹材サンプル回折結晶度

（ 33 ）



楚
の
早
期
の
歴
史
的
な
伝
説
に
関
す
る
記
述
は
、
伝
世
文
献
と
矛

盾
し
て
お
り
、
は
っ
き
り
し
な
い
部
分
も
含
ま
れ
て
い
る
。『
史

記
』
楚
世
家
の
記
述
に
よ
る
と
、
楚
の
祖
先
は
帝
顓
頊
に
由
来

し
、
顓
頊
が
称
を
、
称
が
巻
章
を
、
巻
章
が
重
黎
・
呉
回
を
、
呉

回
が
陸
終
を
生
ん
だ
と
さ
れ
る
。
陸
終
に
は
子
供
が
六
人
お
り
、

そ
れ
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

六
を
季
連
と
曰
う
、
羋
姓
な
り
、
楚
は
其
の
後
な
り
。

（
六
曰
季
連
、
羋
姓
、
楚
其
後
也
。）

季
連 

附
沮
を
生
み
、
附
沮 

穴
熊
を
生
む
。
其
の
後
は
中
ご

ろ
微
に
し
て
、
或
い
は
中
国
に
在
り
、
或
い
は
蛮
夷
に
在

り
、
其
の
世
を
紀
す
る
こ
と
能
わ
ず
。
周
の
文
王
の
時
、
季

連
の
苗
裔
を
鬻
熊
と
曰
う
。
鬻
熊
の
子
は
文
王
に
事
え
、
蚤

に
卒
す
。
其
の
子
を
熊
麗
と
曰
う
。

（
季
連
生
附
沮
、
附
沮
生
穴
熊
。
其
後
中
微
、
或
在
中
国
、

或
在
蛮
夷
、
弗
能
紀
其
世
。
周
文
王
之
時
、
季
連
之
苗
裔
曰

鬻
熊
。
鬻
熊
子
事
文
王
、
蚤
卒
。
其
子
曰
熊
麗
。）（
注
11
）

楚
世
家
に
記
さ
れ
て
い
る
「
巻
章
」
は
「
老
童
」
の
こ
と
で
あ

る
と
い
う
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い

る
（
注
12
）
。「
重
黎
・
呉
回
」
は
二
人
と
も
四
人
と
も
言
わ
れ
て
お

り
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
あ
る
。「
穴
熊
」
か
ら
「
鬻
熊
」
の
間

に
つ
い
て
、
司
馬
遷
は
「
其
の
世
を
紀
す
能
わ
ず
（
弗
能
紀
其

世
）」
と
述
べ
て
い
る
。
近
年
新
し
く
出
土
し
た
楚
簡
資
料
の
中

で
は
、
楚
人
が
先
祖
を
祀
る
場
面
で
「
老
童
・
祝
融
・
穴
熊
」
と

「
老
童
・
祝
融
・
毓
（
鬻
）
熊
」
の
二
つ
の
組
み
合
わ
せ
に
加
え
、

「
三
楚
先
」
の
略
称
が
見
ら
れ
る
（
注
13
）
。
安
大
簡
の
楚
史
類
文
献

第
一
組
の
初
歩
的
な
整
理
の
結
果
、
楚
の
早
期
の
系
譜
は
帝
顓
頊

が
老
童
を
生
み
、
こ
れ
が
楚
の
祖
先
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
老

童
は
重
お
よ
び
黎
、
呉
お
よ
び
韋
（
回
）
を
生
ん
だ
。
黎
氏
は
す

な
わ
ち
祝
融
で
あ
り
、
六
人
の
子
供
が
お
り
、
そ
の
第
六
子
を
季

連
と
い
っ
た
。
こ
れ
が
荊
人
と
な
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
次
の

よ
う
な
記
述
が
残
さ
れ
て
い
る
。

融
は
乃
ち
人
を
し
て
下
り
て
季
連
に
請
わ
し
め
、
之
を
求
む

る
も
得
ず
。
人 

穴
中
に
在
る
を
見
、
之
に
問
う
も
言
わ
ず
、

火
を
以
て
其
の
穴
に
爨か
し

げ
ば
、
乃
ち
惧お
そ

る
、
告
げ
て
曰
く
、

「
酓
（
熊
）
な
り
」
と
。

（
融
乃
使
人
下
請
季
連
、
求
之
弗
得
。
見
人
在
穴
中
、
問
之

不
言
、
以
火
爨
其
穴
、
乃
惧
、
告
曰
、「
酓
（
熊
）。」）

そ
し
て
、
熊
は
人
づ
て
に
融
に
こ
の
よ
う
に
告
げ
た
。
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融
曰
く
、「
是
れ
穴
の
熊
な
り
」
と
。
乃
ち
遂
に
之
を
名
づ

け
て
穴
酓
（
熊
）
と
曰
い
、
是
れ
荊
王
と
為
る
。

（
融
曰
、「
是
穴
之
熊
也
。」
乃
遂
名
之
曰
穴
酓
（
熊
）、
是
為

荊
王
。）

穴
熊
は
熊
鹿
（
麗
）
を
生
み
、穴
熊
が
亡
く
な
る
と
熊
鹿
（
麗
）

が
王
位
に
つ
い
た
。
楚
の
祖
先
の
由
来
や
系
譜
に
つ
い
て
簡
本
は

非
常
に
明
確
に
記
し
て
お
り
、
楚
世
家
な
ど
の
伝
世
文
献
と
比
較

し
て
み
る
と
、
簡
本
に
は
異
な
る
点
が
主
に
六
箇
所
あ
っ
た
。

一
つ
目
は
、
老
童
が
顓
頊
か
ら
生
ま
れ
、
称
か
ら
生
ま
れ
て
い

な
い
点
で
あ
る
。
老
童
は
四
人
の
子
供
を
持
ち
、
そ
れ
が
す
な
わ

ち
「
重
及
び
黎
、
呉
及
び
韋
（
回
）（
重
及
黎
、
呉
及
韋
（
回
））」

で
あ
っ
た
。
簡
本
に
見
ら
れ
る
二
つ
の
「
及
」
が
こ
の
よ
う
に
用

い
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
四
人
の
子
供
が
二
人
と
間
違
わ
れ
な

い
よ
う
に
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

二
つ
目
は
、
黎
氏
こ
そ
が
祝
融
で
あ
り
、
重
や
呉
・
回
で
は
な

い
と
す
る
点
で
あ
る
。

三
つ
目
は
、
陸
終
に
つ
い
て
の
記
載
が
見
ら
れ
な
い
点
で
あ

る
。
六
人
の
子
供
を
生
ん
だ
の
は
祝
融
黎
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
文

献
の
陸
終
は
祝
融
の
誤
り
で
あ
る
と
見
ら
れ
る
。

四
つ
目
は
、
季
連
と
は
穴
熊
の
こ
と
で
あ
り
、
さ
ら
に
簡
文
中

に
穴
熊
が
名
声
を
得
た
理
由
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
る
点
で
あ
る
。

五
つ
目
は
、
附
沮
の
一
代
が
存
在
し
な
い
点
で
あ
る
。

六
つ
目
は
、
穴
熊
が
熊
麗
を
生
ん
だ
が
、
そ
の
期
間
の
系
譜
が

途
切
れ
て
い
な
い
点
で
あ
る
。
こ
れ
も
楚
世
家
の
い
う
鬻
熊
が
穴

熊
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し
て
い
る
。

以
上
は
簡
本
の
概
要
を
ま
と
め
、
楚
世
家
と
の
お
お
ま
か
な
比

較
・
校
勘
を
行
っ
た
だ
け
の
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
か
ら

わ
か
る
よ
う
に
、
簡
本
は
楚
の
早
期
の
伝
説
や
歴
史
を
整
理
し
、

整
合
性
を
取
っ
て
い
る
。
そ
の
記
述
は
詳
細
か
つ
正
確
で
、
研
究

に
有
効
な
手
が
か
り
が
明
確
に
記
さ
れ
て
い
る
。
楚
の
祖
先
の
歴

史
記
録
に
関
す
る
『
史
記
』
の
矛
盾
と
不
明
確
な
部
分
に
つ
い

て
、
簡
文
は
非
常
に
は
っ
き
り
と
説
明
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
簡

文
の
記
述
に
よ
る
と
、
本
来
老
童
は
顓
頊
か
ら
生
ま
れ
、
楚
人
の

祖
先
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
老
童
が
祝
融
を
、
祝
融
が
季
連
を
生

ん
だ
。
そ
の
季
連
こ
そ
が
穴
熊
で
あ
り
、
楚
の
直
系
の
祖
先
で
あ

る
。
そ
の
た
め
、
楚
簡
の
中
に
「
老
童
・
祝
融
・
穴
（
鬻
）
熊
」

の
三
人
の
祖
先
を
祀
る
と
い
う
記
載
が
あ
り
、「
三
楚
先
」
は
こ

の
三
人
の
略
称
に
違
い
な
い
。
長
き
に
わ
た
り
研
究
者
を
困
ら
せ

て
き
た
問
題
が
、
簡
本
の
楚
史
の
記
述
に
よ
っ
て
ま
さ
に
解
明
さ

れ
た
の
で
あ
る
。
安
大
簡
の
楚
史
は
、
そ
の
他
の
楚
簡
の
楚
の
先

祖
・
系
譜
に
関
す
る
記
述
と
一
致
し
て
い
る
こ
と
、
戦
国
時
代
に

は
す
で
に
楚
人
が
統
一
的
な
見
方
を
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
を
証

明
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
我
々
は
、
安
大
簡
の
楚
史
は
お

（ 35 ）



そ
ら
く
楚
の
官
修
の
史
書
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
竹
簡
の
諸
子
類
文
献
の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
孔
子
語

録
な
ど
の
儒
家
類
文
献
は
、
戦
国
時
代
に
お
け
る
儒
家
の
学
説
の

伝
播
と
発
展
に
関
す
る
研
究
に
対
し
て
、
新
た
な
資
料
を
提
供
し

て
い
る
。
た
と
え
ば
、
申
徒
狄
や
曹
沫
ら
に
関
わ
る
文
献
に
つ
い

て
は
、
す
で
に
発
見
さ
れ
て
い
る
関
連
文
献
と
の
比
較
・
校
勘
や

総
合
的
な
研
究
を
進
め
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
ま
た
、
楚
辞

類
の
文
献
は
、
楚
辞
の
形
成
・
発
展
や
先
秦
文
学
史
研
究
に
対
し

て
重
要
な
意
義
を
備
え
て
い
る
。

安
徽
大
学
蔵
戦
国
竹
簡
は
、
郭
店
楚
簡
・
上
博
楚
簡
・
清
華
簡

に
つ
ぐ
先
秦
文
献
の
重
大
な
発
見
で
あ
り
、
中
国
の
古
代
文
明
の

研
究
に
お
い
て
大
き
な
価
値
が
あ
る
。
研
究
が
深
ま
る
に
つ
れ
、

こ
れ
ら
の
竹
簡
は
古
代
の
経
学
史
・
思
想
史
・
楚
史
・
文
学
史
・

言
語
文
字
な
ど
の
領
域
に
必
ず
や
重
要
な
影
響
を
及
ぼ
す
で
あ

ろ
う
。注

（
１
）	

河
南
省
文
物
考
古
研
究
所
『
信
陽
楚
墓
』、
文
物
出
版
社
、
一
九
八

六
年
。

（
２
）	（
宋
）
李
昉
ら
『
太
平
御
覧
』
巻
八
〇
二
「
珍
宝
部
一
」、三
五
六
〇
頁
、

中
華
書
局
、
一
九
九
五
年
。

（
３
）	（
清
）
郭
慶
藩
撰
、
王
孝
魚
点
校
『
荘
子
集
解
』、
九
四
四
頁
、
中
華

書
局
、
一
九
八
五
年
。

（
４
）	

長
台
関
楚
簡
の
墨
家
・
儒
家
の
論
争
に
つ
い
て
は
、
李
学
勤
『
簡
帛

佚
籍
与
学
術
史
』（
三
五
二
～
三
五
九
頁
、
江
西
教
育
出
版
社
、
二
〇
〇

一
年
）、
楊
沢
生
「
長
台
関
竹
書
的
学
派
性
質
新
探
」（『
文
史
』
二
〇
〇

一
年
第
四
期
）、
李
零
「
長
台
関
楚
簡
〈
申
徒
狄
〉
研
究
」（『
簡
帛
古
書

与
学
術
源
流
』、
生
活
・
読
書
・
新
知
三
聯
書
店
、
二
〇
〇
四
年
）
参
照
。

（
５
）	

馬
承
源
主
編
『
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
（
四
）』、
上
海
古
籍
出

版
社
、
二
〇
〇
四
年
。

（
６
）	『
十
三
経
注
疏
・
礼
記
正
義
』、
一
二
八
一
頁
、
中
華
書
局
、
一
九
八

二
年
。

（
７
）	

張
涛
『
列
女
伝
訳
注
』、
四
頁
、
山
東
大
学
出
版
社
、
一
九
九
〇
年
。

（
８
）	（
梁
）
劉
勰
著
、
范
文
瀾
注
『
文
心
雕
龍
注
』、
四
七
頁
、
人
民
大
学

出
版
社
、
一
九
六
二
年
。

（
９
）	

こ
の
測
定
作
業
は
、
北
京
大
学
加
速
器
質
譜
実
験
室
第
四
紀
年
代
測

定
実
験
室
に
よ
っ
て
完
成
し
、
測
定
結
果
は
そ
の
セ
ン
タ
ー
の
提
供
に

よ
る
。

（
10
）	

こ
の
測
定
分
析
は
、
湖
北
省
荊
門
文
物
保
護
中
心
の
方
北
松
研
究
員

に
よ
っ
て
完
成
し
、測
定
報
告
も
そ
の
記
録
と
提
供
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

（
11
）	『
史
記
』
楚
世
家
、
一
六
八
九
～
一
六
九
一
頁
、
中
華
書
局
、
一
九
六

三
年
。

（
12
）	『
史
記
』
楚
世
家
、
裴
駰
『
集
解
』
引
譙
周
曰
「
老
童
即
巻
章
」、
一

（ 36 ）



六
八
九
頁
、
中
華
書
局
、
一
九
六
三
年
。

（
13
）	
黄
徳
寛
「
新
蔡
葛
陵
楚
簡
所
見
「
穴
熊
」
及
相
関
問
題
」、『
古
籍
研
究
』

二
〇
〇
五
年
巻
下
、
安
徽
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
五
年
。
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